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プログラムに寄せて                                   山本美樹子 

 
弦楽四重奏曲というジャンルは 18 世紀後半、ハイドン（1732-1809）が基盤を形成し、モーツァルト（1756-91）とともに

練り上げ、完成させたヴィ―ン古典派室内楽の極致である。その基本形は、1．速いソナタ形式楽章 2/3．歌曲形式またはソ
ナタ形式による緩徐楽章 /メヌエットやスケルツォの舞曲楽章 4．ソナタ形式またはロンド形式楽章 の 4 楽章構成で、「提
⽰部−展開部−再現部−コーダ」という枠組みを用いて音楽を秩序立てるソナタ形式が、楽曲形成の要となっていた。 

1792 年、生誕地ボンから音楽の表舞台ヴィ―ンに出立したベートーヴェンは、二人の先達が築いた高い壁への挑戦を見据
えて様々な媒体で試行を重ねていく。98 年、満を持して作品 18 の四重奏曲に本格着手。古典様式を基盤に、四声部からなる
不可分にして完璧な統一体を創り上げた。機を一にして、ヨーロッパ文学界で興ったロマン主義運動が、音楽界にも波及しよ
うとしていた。古典主義で重視された客観性や理性、論理性に代わって主観や本能的欲求が尊重されるようになり、作曲家は
自己表出と感情表現の拡大に主眼を置くとともに、伝奇的・空想的・非現実的なものを作品に採り入れ始める。 

ベートーヴェンはこうした潮流をいち早く捉え、ロマン派音楽の嚆矢ともいうべき先進的な世界を切り拓いていった。音楽
はここで、人に愉悦をもたらすだけのものではなく、多様な心情を喚起して聴き手と一体化する、神秘的にして個人的な芸術
へと昇華されたのであった。完成された四重奏曲は、小品や編曲を除き、初期 6 曲（〜1800）、中期 5 曲（1806〜14）、後期 5
曲（1824〜27）。同時代以降の作曲家たちは、この比類なき作品群を念頭に置き、自らの語法を追求していくこととなる。 

1809 年、ライプツィヒに誕生したメンデルスゾーンもその一人である。巨星亡き後、音楽界を次なるステージへとけん引
すべく使命感を抱き、ドイツ音楽の伝統を守る一方で、それをより自由なものへと引き上げようと腐心した。時代の変革期、
重なり合う時期に生きた二人の作曲家は、何を聴き、見つめ、掴み取ろうとしたのか。歴史の縦糸と横糸を手繰り寄せながら、
三つの室内楽作品に迫ってみたい。  

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（1770-1827） 

ヴィオラとチェロのための二重奏曲 変ホ⻑調 二つのオブリガート眼鏡付き 
I.  （Allegro） 
II.  Minuetto 

 

フェリックス・メンデルスゾーン（1809-47） 

弦楽四重奏曲 イ短調 作品 13 

I.   Adagio–Allegro vivace 
II.  Adagio non lento 

III. Intermezzo Allegretto con moto – Allegro di molto 
IV.  Presto 

（休憩 20 分） 

 

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 

弦楽四重奏曲 イ短調 作品 132 

I.   Assai sostenuto － Allegro 

II.  Allegro ma non tanto 

III. Molto adagio – Andante 
IV.  Alla marcia, assai vivace 

V.   Allegro appassionato 

 

 

ヴァイオリン：山本美樹子/三雲はるな ヴィオラ：脇屋冴子 チェロ：長谷川彰子 



L.v.ベートーヴェン《ヴィオラとチェロのための二重奏曲変ホ⻑調二つのオブリガート眼鏡付き》WoO32   
 
ベートーヴェンは生涯を通じて、様々な形態の室内楽作品を書き残しており、そこにはその時々の生活や志向、問題意識が

すべからく反映されている。ヴィオラとチェロという珍しい編成をとる本作は、どのように位置づけられるのだろうか。 
18 世紀後半、音楽の主流は、二つ以上の対等かつ独立した声部を水平的に重ね合わせるポリフォニー（多声音楽）から、

主旋律と伴奏声部の垂直的重なりを重視するホモフォニー（和声音楽）へと移っていた。ベートーヴェンは、少年期から古い
時代のポリフォニー作品に接し、バッハの卓越した対位法やフーガ書法を学んでいたが、ヴィ―ン時代初期には、同時代の和
声的な語法の習得に邁進していた様子が見て取れる。中でも、宮廷や貴族のサロンで接したハイドンやモーツァルト作品の生
演奏は重要な音楽体験となり、豊かな実りをもたらした。1795 年、《ピアノ三重奏曲》作品 1 の出版を皮切りに、室内楽にも
手を広げ、本作（97 年完成）や弦楽三重奏曲などで弦楽器の扱いに習熟していくこととなる。 

近視眼鏡をかけた友人演奏家たちのために書かれたとされるこの二重奏曲も、旧来通奏低音（伴奏）声部を担ってきたヴィ
オラとチェロを旋律楽器として扱い、新たな可能性を提⽰したという意味で、独自の価値を有する。パトロンとの社交の場を
忌み嫌い、限られた相手としか親交を結ばなかった彼にとって、優れた演奏家との邂逅がどれほど大きな意味を持っていたの
か。二つの楽器の、技巧的にして親密な対話から感じ取ることができよう。 

本日は完全な形で残されたふた楽章を演奏するが、当時のスケッチ帳からは 4 楽章形式の本格二重奏曲の構想も読み取れる。
結果的に実現はされなかったものの、声部書法や主題展開、転調手法などに緻密さと豊かな創意が感じられ、共通楽想の使用
も考え併せると、ここから作品 18 の弦楽四重奏曲へと着実に歩みを進めていったことは疑いようがない。 

古典主義の正統的継承者からロマン主義革命の先導者へ。人気作曲家にのし上がりたいという野心と、内発的で純粋な創作
欲求の間で揺れ動きながら、若きベートーヴェンは自身の声を具現化する方法を模索していた。（出版 1912/53 年、初演不明） 

I.  いきいきと（4/4・変ホ⻑調）ソナタ形式。  II. ミヌエット−トリオ（3/4・変ホ⻑調−変ロ⻑調）三部形式。  

 

F.メンデルスゾーン《弦楽四重奏曲イ短調》作品 13 
 
「歌曲の中から僕が語っているようだ。僕にはそれが音楽だ。」（メンデルスゾーン） 
幼少期から突出した楽才を⽰した。ベートーヴェン同様、バッハの音楽から多くを学び、1823 年に習作として書いた変ホ

⻑調の弦楽四重奏曲（没後出版）にも、フーガ楽章を組み込んでいる。そこから多様な領域に触手を伸ばす中で、最晩年のベ
―ト―ヴェンの驚異的な創作、とりわけ弦楽四重奏曲群に大いに感化されていく。27 年 3 月、ベートーヴェン死去。その数
ヶ月後に、初の本格四重奏曲として本作が世に送り出されることとなったのは、まさに必然であった。 

古典四重奏曲の型を踏襲しながら、全曲を支配する付点リズムの動機や、第 1 ヴァイオリンの語り（レチタティーヴォ）、
対位法的手法の重用、イ短調→イ⻑調の調構造など、随所にベートーヴェン（とりわけ作品 132）への思い入れが⽰される。 

何より特徴的なのは、ソナタ形式を要とした四つの楽章が、連作歌曲的な発想で密に結ばれている点であろう。ベートーヴ
ェンが足がかりを作り、ロマン派以降一般的となったこの歌曲形式では、関連性を有する複数の歌曲が物語的に連結されてい
く。本作では、第一楽章序奏部の終盤で、同年作のバリトン歌曲《問い》作品 9-1 の主題動機（ド♯−シ−レ）が現れる。
「それは本当？」という歌詞に付されたこの印象的な動機が、聴き手をこれから始まる劇的な物語に誘い込むと同時に、曲の
あらゆる場所に潜み、作品の性格を決定づけている。第 2 楽章は、詩情溢れるヘ⻑調の第 1 主題と、半音進行主体の楽節がフ
ーガ風に呼応しながら熱を帯びていくイ短調の第 2 主題を対置。メンデルスゾーンの独自性が強く表れる第 3 楽章では、折り
目正しい古典舞踏風主題、妖精の跳ね回るような中間部、再現部と続き、激しいトレモロから熱情迸る終楽章へとなだれ込む。
展開部と再現部の終わりに第 2 楽章のフーガ楽想が挿入され、「幻想曲風に」との指⽰から内省的なレチタティーヴォを経て、
曲冒頭に回帰。歌曲後半部の旋律がそのまま現れ、「それは本当？」という再びの問いを、最終節が格調高く包み込む。「教え
て！僕が感じていること それがわかるのは 僕と一緒に感じ 永遠に僕に誠実でいてくれるあの人だけ」 

18 歳の⻘年の、美しくも切なる恋心が深い余韻を残す、ロマン的な終幕だ。（出版 1830/43 年、初演不明） 



I.   序奏部：落ち着いて（3/4・イ⻑調）主部：いきいきと（4/4・イ短調）ソナタ形式。  
II.  落ち着いて遅くなく（3/4・ヘ⻑調−イ短調）三部形式。 
III. 間奏曲、歩くように動きをもって（2/4・イ短調）三部形式 。― IV. 速く（2/2・イ短調−イ⻑調）ソナタ形式。 

 
L.v.ベートーヴェン《弦楽四重奏曲 イ短調》作品 132 
 

「感情が我々に道を開くのならば、あらゆる規則は取り払われるのです。」（ベートーヴェン） 
1800 年代初頭、ポストモーツァルト/ハイドン的立ち位置を脱したベートーヴェンは、主題動機を様々な形に変容させ、有

機的に組み上げる「動機労作法」とソナタ形式の拡張によって、劇的でダイナミックな曲づくりを極限まで追求していく。14
年以降は自由で即興的な作風へと変転、作品規模と形式、内容のバランスについて、新たな戦略が練られることとなる。  

25 年春、ガリツィン候に依頼された四重奏曲二作目の創作が進んでいた。4 月に腸の病が深刻化したため第 2 楽章までで中
断されるも、約 1 か月後に再開、8 月に完成の運びとなった。この前後 3 年で書き上げられた最後の弦楽四重奏曲群（作品
127/132/130/131/135/133）に共通するスタイル（後期様式）を、本作と照らし合わせて具体的に見ていこう。 

 
◎ 伝統形式の解体・変形・・・「急−舞踊楽章−緩−間奏曲−急」という異例の 5 楽章形式をとる。第 1 楽章は自由なソナ

タ形式で、第二展開部ともいうべき充実した結尾部を有する。第 2 楽章は急速なスケルツォとも典雅なメヌエットとも異
なる、和やかに会話するかのような舞曲。「癒えた者の神への聖なる感謝の歌、リディア旋法で」と題された第 3 楽章は
曲の中核をなし、ヘ⻑調の荘重なコラールによる第一部と「新しい力を感じて」と記されたニ⻑調の第二部がそれぞれ変
奏されて、天上への感謝の祈りを深めていく。第 4 楽章は、行進曲からレチタティーヴォへと変転し、切れ目なしに激動
の第 5 楽章へ。⻑大な結尾部ではイ短調からイ⻑調へと導かれ、全楽章の和声上の問いが解決、幻想的空間が立ち上がる。 

◎ 極端で謎めいた対比・・・第 3 楽章の二つのセクションは「聖俗」あるいは「崇高なものと地上的なもの」の暗喩であろ
うか。第 5 楽章では、薄く切り詰めたテクスチュアと念入りに書き込まれた部分が対置され、ハーモニーの清濁が入れ替
わる。真面目さと滑稽さ、深刻さと陽気さなど、対照的な性格のものが混然一体となる様は、ロマン派精神そのものだ。 

◎ 潜在主題法・・・動機労作にかわる手法で、表層の主題ではなく、内声やバスに潜在する動機を曲の隅々にまで行き渡ら
せることで楽章間のネットワークを強化し、全曲を統一する。冒頭、導入部のチェロによる四音動機（ソ♯−ラ−ファ−
ミ）が問題提起し、各楽章で再検討され、曲の最後に究極的解決が与えられるという、いわば終局的な構成となっている。 

◎ 詩的で声楽的な発想・・息の⻑い叙情的な旋律で、音楽の線的な様相を主張する。第 1 楽章、内省的に歌われる第 1 主題
や、自然な息遣いが際立つヘ⻑調の第 2 主題が象徴的。第 3 楽章は、前述のタイトルの他、最後のコラール変奏に「最も
深い情緒をもって」と記されるなど、強いメッセージ性を有し、言語と音楽の相互作用に重きが置かれている。 

◎ 古いものへの傾倒・・・少年時代に習得したポリフォニー技法が、時を経て大きな意味を持ち始める。対位法が各楽章の
支配的な原理として用いられる他、第 2 楽章中間部はバッハのミュゼット（バグパイプの低音の持続音を伴奏に持つ田園
風舞曲）を想起させる。第３楽章は 16 世紀以前の教会旋法で書かれ、変ロ音にかわるロ音が擬古的な響きを醸し出す。 
 

命の危機を乗り越えた一人の音楽家の、限りなく人間的で清新な、力強い音楽である。楽譜に記された音符・休符・記号・
文字の全てに感情が宿るとき、言葉に意味が与えられ、そこに神秘的な聴取体験がもたらされる。（出版 1827 年、初演 25 年） 

 
I.   導入部：非常によく音を響かせて（2/2・イ短調）― 主部：いきいきと（4/4）ソナタ形式。 
II.  いきいきとしかしはなはだしくなく（3/4・イ⻑調）複合三部形式。 
III.「病癒えた者の神への聖なる感謝の歌」非常に落ち着いて（4/4・ヘ⻑調）−歩くように（3/8・ニ⻑調）二重変奏形式。 
IV. 行進曲風に、非常に快活に（4/4・イ⻑調）二部形式＋レチタティーヴォ風間奏曲。 
V.  いきいきと情熱的に（3/4・イ短調−イ⻑調）ロンド形式。 


